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発明の名称:正極活物質の製造方法及び正極活物質

利用・用途・応用分野

リチウムイオン 二次電池など電池の正極に使用できる活物質の製造

目的・課題 解決ポイント

◆放電容量及びサイクル特性に優れた正極活物質を製造することができる。
◆正極活物質のサイクル特性を向上させることができ、正極活物質は、放電容量及びサイ

 クル特性に優れる。
◆簡易に電気化学的活性の高い正極活物質を得ることができるので、例えばリチウムイ
オン二次電池をはじめとする電池の正極に使用できる活物質の製造に使用できる。

◆リチウムと２種の遷移金属とを含む
酸化物であり、層状岩塩型の結晶構
造を有するＬｉ1．2Ｃｒ０．４Ｍｎ０．４Ｏ２等
の化合物に着目し正極活物質の開発
 を進めた。
◆これらの化合物を固相反応で合成し、
合成された化合物を機械的に粉砕し
たところ、結晶構造が層状岩塩型から
不規則岩塩型に変化し、粉砕前に比
べて初期の放電容量は増加したもの
の、サイクル特性が低下した。

◆Ｌｉ1．2Ｃｒ０．４Ｍｎ０．４Ｏ２を機械的に粉
砕し、４00～900℃で加熱処理するこ
とにより、放電容量が増加すると共に、
サイクル特性にも優れる正極活物質
が得られることを見いだした。

30サイクルでも
初回の６４％以上容量維持

熱処理でサイクル特性が向上

【サイクル特性図】

研究概要・アピールポイント

次世代リチウムイオン電池用正極材料として
層状岩塩型ＬｉＭＯ２（Ｍはバナジウム、クロム
、マンガン、鉄、コバルト又はニッケル）を正極
活物質として使用した材料が注目されており
層状岩塩型正極の一つとしてＬｉ１．２Ｃｒ０．４Ｍ
ｎ０．４Ｏ２があるが、実際容量としては180 
mah/gに留まり、メカニカルミリング法による

微細化のみでは、サイクル劣化が著しいため
放電容量及びサイクル特性に優れた正極活
物質を得ることので きる方法と正極活物質を
提供することを課題とする。 
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